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１．目的

蓄積の増大している国産材の需要拡大を図るため、国のみならず、県レベルでも地域の木材を市場に出

すために林産関係の研究部門を創設・拡充し、施設の充実を図っている。これらを効率的に運用し成果を

あげて行くには、国と地域の連携を一段と深めながら技術開発を推進する必要があり、長年の経験とノウ

ハウを持つ森林総合研究所の支援が求められている。ここでは、地域産材の需要拡大に対する視点が明ら

かになった地域と森林総研が共同して、建築用材としての利用や新用途開発に資する各種技術資料の整備、

木質材料に付加価値を付与する技術等国産材利用のための加工技術の開発、さらに構造用製材品の強度デ

ータべ－スの構築を行う。

２．当年度研究成果の概要

この研究は、国産材利用のための加工技術の開発と強度データベースの構築からなっている。

スギ／カラマツの異樹種構成集成材の接合強度の評価のため、スギ／カラマツ構成比と、面圧試験によ

民家型モデル床についる降伏応力、初期剛性、降伏応力時変計量との関係を把握した。天井を省略した

て、梁間隔が1820mmの場合でも、スギ単層フローリングの二重張り、スギ単層フローリングと遮音

スギ製材を横に積み材のサンドイッチ構造とすれば、床衝撃音レベルを低減できることを実証した。

上げて通し材を通した壁、及びスギ圧密化パネルを利用した床組について、実験的にせん断性能を評価し

高い洗浄性能と防汚性は、表面が被覆されて汚染物質が内部に浸透せず、表面が親水性であるた。

ことによって達成されること、屋外仕様自然系塗料の中に、保護塗料に匹敵する性能を持つものが

あることが明らかになった。

デ−タ管理システムのインターフェース、提出ファイルのフォーマット、既設項目の見直しを行い、

インポート作業の柔軟性や確実性を向上させ、システムの操作性と性能を改善することができた。

本課題は地域の公立試験研究機関との連携により推進しており、国産材の多様な用途の開発及び需要拡

大に貢献している。
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５．評価結果の概要

異樹種構成集成材の接合性能の解析、新しい耐力壁・水平構面の開発と強度性能評価および

床衝撃遮断性能に対する梁間隔の影響の検討などを行い、研究成果をあげている。木材表面の

化学改良・塗装においても、防汚染性の向上や自然系塗料の性能などについて期待通りの研究

成果を得ている。また、強度データベースの構築においても、開発したデータ管理システムの

操作性と性能の顕著な改良がなされ、順調に進行している。したがって、研究の達成度は高い。

なお、課題「木材表面の化学改質及び塗装技術の高度化」については、実際の住環境下での暴露試験ほ

かを行うために２年の延長提案が出され、評価委員の了承を得た。

６．評価において改善を指摘された事項への対応

前年度の要望事項「研究成果が蓄積されてきたので、業績をまとめて論文等として発表するよう努めて

いただきたい」に対して、学会の口頭発表を含め９件の報告を行った。また、「強度データベース」デー

タ集は、弟７版を刊行した。


